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Ⅰ　調 査 の 概 要

(1)

(2)

(3)

(4)

(1)

(2)

(3)

(4)

回答比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出した。

集計結果はすべて、小数点第２以下を四捨五入して算出しており、比率の合
計が100％にならない場合がある。

複数回答の場合は、選択ごとの割合を合計すると100％を超えている場合が
ある。

2011年（平成23年）に実施した調査から継続する設問については、比較を
行った。

　調査対象は、村上市住民基本台帳を基に１８歳以上の２,０００人を無作
為に抽出した。集計については、全体・男女別・年代別（２０代（１８歳～
２９歳）、３０代、４０代、５０代、６０代、７０代以上の６階層）に分類した。

 調査票の発送及び回収

　調査票は、郵送により発送し、郵送による回収を行った。

 調査の内容

2011年（平成23年）実施の「人権に関する市民意識調査」及び他市の意
識調査等を参考に設問を設け実施した。

３．報告書の見方について

１．目　　　的

　村上市民の人権問題に対する意識を把握し、「第２次村上市人権教育・啓
発推進計画」の策定と、今後の人権教育・啓発の施策を推進するための基礎
資料とする。

２．調査方法等

 調査時期（基準日）

　令和２年１０月１日（調査期間１０月１日～３１日）

 調査対象及び区分
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対象 回答 回答率 対象 回答 回答率 対象 回答 回答率 対象 回答 回答率 対象 回答 回答率 対象 回答 回答率 対象 回答 回答率

男 52 22 42.3% 20 9 45.0% 15 4 26.7% 17 5 29.4% 7 3 42.9% 0 111 43 38.7%

女 46 22 47.8% 17 8 47.1% 13 5 38.5% 13 3 23.1% 7 4 57.1% 0 96 42 43.8%

不明 1 0 0 0 0 0 1

計 98 45 45.9% 37 17 45.9% 28 9 32.1% 30 8 26.7% 14 7 50.0% 0 207 86 41.5%

男 44 18 40.9% 20 8 40.0% 16 7 43.8% 14 5 35.7% 6 2 33.3% 0 100 40 40.0%

女 41 20 48.8% 18 12 66.7% 13 3 23.1% 11 6 54.5% 5 2 40.0% 0 88 43 48.9%

不明 1 0 0 0 0 0 1

計 85 39 45.9% 38 20 52.6% 29 10 34.5% 25 11 44.0% 11 4 36.4% 0 188 84 44.7%

男 67 29 43.3% 24 8 33.3% 21 8 38.1% 19 5 26.3% 10 3 30.0% 0 141 53 37.6%

女 63 33 52.4% 24 13 54.2% 18 6 33.3% 17 7 41.2% 9 2 22.2% 0 131 61 46.6%

不明 2 2 0 0 0 0 4

計 130 64 49.2% 48 23 47.9% 39 14 35.9% 36 12 33.3% 19 5 26.3% 0 272 118 43.4%

男 66 24 36.4% 24 9 37.5% 20 10 50.0% 23 12 52.2% 14 5 35.7% 0 147 60 40.8%

女 65 40 61.5% 24 15 62.5% 21 14 66.7% 21 6 28.6% 12 6 50.0% 0 143 81 56.6%

不明 0 0 1 1 1 0 3

計 131 64 48.9% 48 24 50.0% 41 25 61.0% 44 19 43.2% 26 12 46.2% 0 290 144 49.7%

男 69 48 69.6% 30 21 70.0% 28 15 53.6% 31 13 41.9% 19 12 63.2% 0 177 109 61.6%

女 75 44 58.7% 32 21 65.6% 27 21 77.8% 29 15 51.7% 18 13 72.2% 0 181 114 63.0%

不明 2 1 1 1 0 0 5

計 144 94 65.3% 62 43 69.4% 55 37 67.3% 60 29 48.3% 37 25 67.6% 0 358 228 63.7%

男 118 74 62.7% 42 27 64.3% 39 17 43.6% 44 22 50.0% 31 22 71.0% 0 274 162 59.1%

女 173 97 56.1% 59 34 57.6% 58 27 46.6% 69 31 44.9% 52 19 36.5% 0 411 208 50.6%

不明 3 2 2 3 2 0 12

計 291 174 59.8% 101 63 62.4% 97 46 47.4% 113 56 49.6% 83 43 51.8% 0 685 382 55.8%

男 0 0 0 1 0 0 1

女 0 0 0 1 0 0 1

不明 0 0 0 0 0 14 14

計 0 0 0 2 0 14 16

男 416 215 51.7% 160 82 51.3% 139 61 43.9% 148 63 42.6% 87 47 54.0% 0 950 468 49.3%

女 463 256 55.3% 174 103 59.2% 150 76 50.7% 160 69 43.1% 103 46 44.7% 0 1,050 550 52.4%

不明 9 5 4 5 3 14 40

計 879 480 54.6% 334 190 56.9% 289 141 48.8% 308 137 44.5% 190 96 50.5% 14 2,000 1,058 52.9%

４．地区別、年代別、男女別の回答状況

年代 性別
村上地域 荒川地域 神林地域 朝日地域 山北地域 不　　明 合　　　　計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

不　　明

合　　計
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問１　

番号

1

2

3

4

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 23.3% 24.6% 23.5% 5.0% 30.2% 25.0% 18.6% 21.5% 16.7% 27.7% 12.5%

2 42.6% 44.0% 42.2% 32.5% 32.6% 40.5% 41.5% 46.5% 49.6% 41.4% 12.5%

3 4.3% 4.9% 3.8% 5.0% 5.8% 6.0% 3.4% 6.3% 4.4% 3.4% 0.0%

4 27.2% 25.9% 28.0% 32.5% 29.1% 28.6% 35.6% 24.3% 28.1% 25.1% 12.5%

無回答 2.6% 0.6% 2.5% 25.0% 2.3% 0.0% 0.8% 1.4% 1.3% 2.4% 62.5%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

Ⅱ　調査の結果と分析

 １　人権全般について

村上市は、人権が尊重されている市だと思いますか。（○は１つだけ）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

尊重されていると思う 23.3% 18.7%

いちがいにはいえない 42.6% 48.9%

尊重されていないと思う 4.3% 4.3%

わからない 27.2% 27.1%

人権の尊重については、「いちがいにはいえない」と思っている人の割合が最も高く、4割強を占めている。一方、「わからない」と
思っている人も3割弱を占めている。
前回の調査と比べ、「尊重されていると思う」がやや増加し、「いちがいにはいえない」は減少している。

男女別では、特に大きな差は見られない。
年代別では、「尊重されていると思う」と感じている人は、20代で約3割と最も高く、60代で2割弱と最も低くなっている。

無回答 2.6% 1.0%

1.尊重されていると

思う 23.3%

2.いちがいには

いえない 42.6%

3.尊重されていないと

思う 4.3%

4.わからない 27.2%

無回答 2.6%
人権の尊重について
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問２　

番号

1

2

3

4

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 18.9% 21.2% 18.0% 5.0% 18.6% 16.7% 16.9% 15.3% 20.2% 21.5% 0.0%

2 58.6% 59.4% 58.7% 47.5% 61.6% 63.1% 65.3% 63.9% 59.6% 53.7% 25.0%

3 17.0% 16.2% 17.8% 15.0% 15.1% 20.2% 14.4% 18.8% 15.8% 18.1% 6.3%

4 3.8% 3.0% 4.4% 5.0% 2.3% 0.0% 3.4% 2.1% 4.4% 5.2% 6.3%

無回答 1.7% 0.2% 1.1% 27.5% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 62.5%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

あなたは、人権や差別問題にどの程度関心を持っていますか。（○は１つだけ）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

かなり関心がある 18.9% 15.3%

少し関心がある 58.6% 57.4%

あまり関心がない 17.0% 22.4%

まったく関心がない 3.8% 4.0%

無回答 1.7% 0.9%

人権問題への関心については、「かなり関心がある」と「少し関心がある」の合計の割合が高く、8割弱を占めている。
前回の調査と比べ、「かなり関心がある」と「少し関心がある」の合計の割合は、4.8％増加している。

男女別では、「かなり関心がある」と「少し関心がある」の合計の割合は、男性が約8割で女性よりやや高くなっている。
年代別では、「かなり関心がある」と「少し関心がある」の合計の割合は、20代と40代で高く、8割を超えている。

1.かなり関心がある

18.9%

2.少し関心がある

58.6%

3.あまり関心がない

17.0%

4.まったく関心がない

3.8%

無回答 1.7%

人権問題への関心
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問３

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 50代 60代 不明

回答者数 1,000人 453人 520人 27人 82人 84人 141人 218人 5人

1 43.1% 42.8% 43.7% 37.0% 41.5% 54.8% 45.4% 42.7% 40.0%

2 32.9% 29.8% 35.2% 40.7% 50.0% 40.5% 32.6% 28.4% 20.0%

3 59.0% 62.7% 56.0% 55.6% 72.0% 54.8% 61.7% 61.0% 80.0%

4 11.2% 13.9% 9.0% 7.4% 12.2% 8.3% 8.5% 10.6% 20.0%

5 28.4% 29.1% 27.7% 29.6% 28.0% 20.2% 33.3% 33.9% 20.0%

6 7.5% 8.2% 6.9% 7.4% 7.3% 1.2% 7.8% 7.8% 0.0%

7 31.6% 30.2% 32.9% 29.6% 20.7% 15.5% 24.1% 27.1% 40.0%

8 8.9% 9.9% 7.9% 11.1% 18.3% 8.3% 6.4% 6.9% 20.0%

9 8.0% 7.9% 7.5% 18.5% 7.3% 2.4% 5.0% 7.8% 0.0%

10 9.2% 9.7% 8.5% 14.8% 13.4% 6.0% 6.4% 7.8% 0.0%

11 48.4% 51.2% 46.0% 48.1% 64.6% 57.1% 64.5% 50.5% 40.0%

12 39.6% 41.3% 37.5% 51.9% 28.0% 27.4% 32.6% 46.8% 40.0%

13 20.8% 21.9% 19.2% 33.3% 26.8% 23.8% 17.0% 24.3% 40.0%

14 13.0% 14.3% 11.5% 18.5% 17.1% 14.3% 10.6% 13.8% 20.0%

15 14.0% 16.3% 11.3% 25.9% 17.1% 13.1% 9.9% 13.3% 20.0%

16 17.9% 16.3% 18.7% 29.6% 34.1% 34.5% 14.2% 17.4% 40.0%

17 5.6% 5.7% 5.6% 3.7% 6.1% 4.8% 12.8% 22.0% 80.0%

18 3.9% 3.5% 4.4% 0.0% 6.1% 7.1% 17.0% 18.3% 40.0%

無回答 2.2% 2.2% 1.9% 7.4% 1.2% 0.0% 0.7% 0.5% 0.0%

4.4% 21.3%

6.1% 6.2%

2.6% 4.5%

9.6% 13.2%

10.5% 12.1%

18.4% 5.6%

54.4% 33.1%

22.8% 50.0%

21.1% 17.7%

7.9% 9.3%

7.0% 11.2%

8.8% 12.1%

27.2% 25.6%

7.0% 9.0%

21.9% 45.5%

38.6% 28.4%

51.8% 53.9%

13.2% 12.4%

40代 70代以上

114人 356人

49.1% 38.2%

その他 3.9% 1.0%

無回答 2.2% 4.1%

LGBT（性的少数者）の差別問題 17.9%

特にない 5.6% 5.4%

刑を終えて出所した人の人権問題 13.0%

東日本大震災に起因する人権問題 14.0%

北朝鮮による拉致問題 39.6% 49.3%

犯罪被害者やその家族の問題 20.8% 21.6%

新潟水俣病問題 9.2% 7.4%

インターネットによる人権侵害 48.4% 17.5%

エイズ患者・ＨＩＶ（感染者）問題 8.9% 11.3%

ハンセン病問題 8.0% 5.2%

アイヌ民族差別問題 7.5% 4.0%

高齢者の人権問題 31.6% 34.0%

在日外国籍住民差別問題 11.2% 8.4%

同和問題（部落差別問題） 28.4% 25.2%

女性差別問題 32.9% 26.7%

障がいのある人の差別問題 59.0% 49.8%

問２で１～３と答えた方にお聞きします。基本的人権に関わる次の問題のうち、関心があるものす
べてを選んでください。（あてはまるものすべてに○）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

子どもの人権問題 43.1% 39.4%
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＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

関心のある人権問題については、「障がいのある人の差別問題」が最も多く6割弱となっている。次いで、「インターネットによる人
権侵害」、「子どもの人権問題」が4割台、「北朝鮮による拉致問題」、「女性差別問題」、「高齢者の人権問題」が3割台で続いてい
る。
前回調査と比べ、「インターネットによる人権侵害」は大きく増加し、「北朝鮮による拉致問題」などは減少している。

男女別では、男性は「障がいのある人の差別問題」などの割合が女性より高くなっているが、女性は「女性差別問題」などが男性
より高くなっている。
年代別では、20代と30代では「女性差別問題」、20代では「障がいのある人の差別問題」、50代と60代では「同和問題（部落差別問
題）」、70代では「高齢者の人権問題」、60代と70代では「北朝鮮による拉致問題」、20代と30代では「LGBT（性的少数者）の差別問
題」が、他年齢層よりも高くなっている。

43.1%

32.9%

59.0%

11.2%

28.4%

7.5%

31.6%

8.9%

8.0%

9.2%

48.4%

39.6%

20.8%

13.0%

14.0%

17.9%

5.6%

3.9%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1.子どもの人権問題

2.女性差別問題

3.障がいのある人の差別問題

4.在日外国籍住民差別問題

5.同和問題（部落差別問題）

6.アイヌ民族差別問題

7.高齢者の人権問題

8.エイズ患者・ＨＩＶ（感染者）問題

9.ハンセン病問題

10.新潟水俣病問題

11.インターネットによる人権侵害

12.北朝鮮による拉致問題

13.犯罪被害者やその家族の問題

14.刑を終えて出所した人の人権問題

15.東日本大震災に起因する人権問題

16.LGBT（性的少数者）の差別問題

17.特にない

18.その他

無回答

関心のある人権問題
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問４

番号

1

2

3

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 27.8% 24.8% 30.4% 27.5% 41.9% 38.1% 35.6% 34.7% 26.8% 18.6% 12.5%

2 42.8% 42.9% 43.3% 35.0% 29.1% 38.1% 39.0% 43.1% 39.5% 50.0% 43.8%

3 26.1% 28.8% 23.8% 25.0% 25.6% 21.4% 24.6% 20.8% 29.8% 27.5% 25.0%

無回答 3.3% 3.4% 2.5% 12.5% 3.5% 2.4% 0.8% 1.4% 3.9% 3.9% 18.8%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

あなたはこれまでに自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。（○は１つだけ）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

ある 27.8% 23.0%

ない 42.8% 48.2%

気づかなかった(わからない) 26.1% 27.8%

人権侵害の有無については、「ある」の割合が3割弱を占めている。
前回の調査と比べ、「ある」の割合は、4.8％増加している。

男女別では、「ある」の割合は女性の方が高く、「気づかなかった(わからない)」の割合は男性の方が高くなっている。
年代別では、「ある」の割合が20代で高く、4割を超えている。一方、「ない」の割合は、70代で半数となっている。

無回答 3.3% 1.0%

1.ある

27.8%

2.ない

42.8%

3.気づかなかった

(わからない)

26.1%

無回答

3.3%

人権侵害の有無
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問５

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 50代 60代 不明

回答者数 294人 116人 167人 11人 36人 32人 50人 61人 2人

1 49.7% 52.6% 49.1% 27.3% 66.7% 59.4% 56.0% 44.3% 0.0%

2 8.5% 5.2% 11.4% 0.0% 2.8% 9.4% 16.0% 6.6% 0.0%

3 1.7% 2.6% 1.2% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 3.3% 0.0%

4 21.8% 24.1% 20.4% 18.2% 16.7% 37.5% 20.0% 24.6% 0.0%

5 19.4% 25.9% 15.0% 18.2% 8.3% 18.8% 20.0% 23.0% 0.0%

6 24.1% 22.4% 25.7% 18.2% 44.4% 25.0% 28.0% 13.1% 0.0%

7 8.8% 8.6% 7.8% 27.3% 2.8% 9.4% 6.0% 9.8% 50.0%

8 16.7% 17.2% 16.2% 18.2% 5.6% 15.6% 20.0% 14.8% 50.0%

9 4.8% 6.9% 4.2% 9.1% 2.8% 0.0% 2.0% 9.8% 0.0%

10 33.7% 22.4% 41.9% 27.3% 33.3% 46.9% 40.0% 32.8% 100.0%

11 4.1% 4.3% 4.2% 0.0% 2.8% 3.1% 4.0% 1.6% 0.0%

12 9.5% 12.9% 7.2% 9.1% 11.1% 12.5% 10.0% 6.6% 0.0%

13 7.1% 7.8% 7.2% 0.0% 8.3% 6.3% 12.0% 6.6% 0.0%

14 6.5% 5.2% 7.2% 18.2% 11.1% 3.1% 0.0% 9.8% 0.0%

15 1.0% 0.9% 0.6% 9.1% 2.8% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0%

16 5.8% 1.7% 9.0% 0.0% 0.0% 9.4% 10.0% 8.2% 0.0%

17 2.7% 3.4% 1.8% 9.1% 5.6% 0.0% 2.0% 3.3% 0.0%

無回答 0.3% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0%

問４で「１ ある」と答えた人にお聞きします。あなたが受けたと思う人権侵害は、次のどのような
ことでしたか。（あてはまるものすべてに○）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

噂、悪口、かげ口 49.7% 57.4%

結婚に関すること 8.5% 11.1%

就職に関すること 1.7% 4.7%

職場での不当な待遇 21.8% 23.4%

名誉・信用毀損、侮辱 19.4% 25.5%

仲間はずれ、嫌がらせ 24.1% 27.2%

差別待遇 8.8% 8.5%

プライバシーの侵害 16.7% 19.1%

悪臭・騒音等の公害 4.8% 6.4%

職場や家庭でのセクシャル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、モラル・ハラスメン
ト、マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメント　など

33.7%

セクシャル・ハラスメント（性的いやがらせ） 6.4%

ストーカー行為 4.1% 4.7%

身体に関すること 9.5% 9.4%

家柄 7.1% 9.4%

なんとなく感じた 6.5% 6.4%

答えたくない 1.0% 3.0%

ドメスティック・バイオレンス 5.8%

その他 2.7% 4.3%

無回答 0.3% 2.1%

40代 70代以上

42人 71人

40.5% 43.7%

11.9% 5.6%

0.0% 1.4%

23.8% 15.5%

11.9% 26.8%

23.8% 21.1%

9.5% 11.3%

26.2% 15.5%

4.8% 7.0%

47.6% 14.1%

11.9% 2.8%

7.1% 11.3%

7.1% 4.2%

0.0% 11.3%

0.0% 1.4%

4.8% 2.8%

4.8% 1.4%

0.0% 0.0%
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＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

人権侵害の具体的内容としては、「噂、悪口、かげ口」をあげる人が最も多く5割弱となっている。次いで「職場や家庭での様々なハ
ラスメント　など」が3割台、「仲間はずれ、嫌がらせ」、「職場での不当な待遇」が2割台で続いている。
前回調査と比べ、回答項目を追加及び変更したため全体的に減少している。

男女別では、「職場や家庭での様々なハラスメント　など」の割合が女性は4割を超え、男性を大きく上回っている。「ドメスティック・
バイオレンス」の割合も男性より高くなっている。
年代別では、「職場での不当な待遇」の割合が30代では4割弱、「仲間はずれ、嫌がらせ」の割合が20代では4割強で、他年代層よ
りも高くなっている。また、「噂、悪口、かげ口」の割合は20代が高く6割を超えている。

49.7%

8.5%

1.7%

21.8%

19.4%

24.1%

8.8%

16.7%

4.8%

33.7%

4.1%

9.5%

7.1%

6.5%

1.0%

5.8%

2.7%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

1.噂、悪口、かげ口

2.結婚に関すること

3.就職に関すること

4.職場での不当な待遇

5.名誉・信用毀損、侮辱

6.仲間はずれ、嫌がらせ

7.差別待遇

8.プライバシーの侵害

9.悪臭・騒音等の公害

10.職場や家庭での様々なハラスメント など

11.ストーカー行為

12.身体に関すること

13.家柄

14.なんとなく感じた

15.答えたくない

16.ドメスティック・バイオレンス

17.その他

無回答

人権侵害の具体的内容
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問６

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 62.8% 53.4% 70.7% 62.5% 68.6% 67.9% 71.2% 70.8% 61.0% 55.8% 62.5%

2 39.6% 36.8% 42.7% 30.0% 57.0% 51.2% 55.1% 49.3% 35.1% 27.7% 31.3%

3 11.4% 15.6% 8.2% 7.5% 8.1% 11.9% 14.4% 12.5% 12.3% 10.7% 0.0%

4 15.9% 19.7% 13.5% 5.0% 4.7% 10.7% 9.3% 13.9% 18.9% 21.2% 0.0%

5 2.4% 3.8% 1.3% 0.0% 1.2% 4.8% 3.4% 4.2% 1.8% 1.6% 0.0%

6 17.1% 20.5% 14.7% 10.0% 9.3% 22.6% 15.3% 17.4% 19.7% 17.3% 0.0%

7 14.7% 16.0% 13.8% 12.5% 7.0% 9.5% 12.7% 13.9% 19.3% 16.2% 6.3%

8 6.0% 8.3% 4.4% 2.5% 0.0% 0.0% 1.7% 3.5% 8.3% 9.9% 0.0%

9 12.8% 10.7% 14.7% 10.0% 4.7% 3.6% 7.6% 11.1% 17.5% 16.0% 12.5%

10 2.3% 3.4% 1.5% 0.0% 1.2% 0.0% 1.7% 2.8% 1.3% 3.7% 0.0%

11 1.2% 1.7% 2.7% 2.5% 4.7% 2.4% 2.5% 0.7% 0.9% 0.3% 0.0%

12 0.2% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.7% 0.4% 0.0% 0.0%

13 2.4% 3.4% 1.6% 0.0% 3.5% 0.0% 3.4% 0.7% 3.1% 2.6% 0.0%

14 24.0% 27.8% 21.6% 12.5% 37.2% 28.6% 28.8% 29.9% 22.4% 17.5% 18.8%

15 4.7% 4.5% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 2.1% 3.5% 9.7% 0.0%

16 8.6% 8.8% 8.2% 12.5% 11.6% 7.1% 7.6% 11.8% 7.5% 8.4% 0.0%

17 2.4% 1.7% 2.7% 5.0% 2.3% 6.0% 1.7% 4.2% 2.2% 1.0% 6.3%

無回答 4.5% 4.5% 4.4% 7.5% 3.5% 2.4% 0.8% 1.4% 4.8% 6.5% 25.0%

あなたは自分の人権が侵害されたと思った場合には、どのように対応しようと思いますか。
（あてはまるものすべてに○）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

身近な人(両親、兄弟姉妹、子ども、親戚等)に相談する 62.8% 62.7%

友人、同僚、上司に相談する 39.6% 33.2%

弁護士に相談する 11.4% 11.4%

市役所に相談する 15.9% 15.8%

県に相談する 2.4% 1.6%

警察に相談する 17.1% 13.2%

人権相談所に相談する 14.7% 16.2%

人権擁護委員に相談する 6.0% 8.7%

心配ごと相談所に相談する 12.8% 12.6%

法務局に相談する 2.3% 2.4%

教育関係者に相談する 1.2% 0.9%

宗教者に相談する 0.2% 0.4%

人権・同和センターに相談する 2.4% 1.8%

自分で処理（解決）する 24.0% 23.2%

民生委員・児童委員に相談する 4.7%

何もしない 8.6% 6.3%

その他 2.4% 1.2%

無回答 4.5% 4.9%
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＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

人権を侵害された場合の対応としては、「身近な人に相談する」が最も多く6割台となっている。次いで「友人、同僚、上司に相談す
る」が4割弱、「自分で処理（解決）する」が2割台で続いている。
前回調査と比べ、「友人、同僚、上司に相談する」が増加している。

男女別では、「身近な人に相談する」の割合が女性は約7割で、男性より大幅に高くなっている。
年代別では、「友人、同僚、上司に相談する」は50代以下で、「市役所に相談する」、「心配ごと相談所に相談する」は60代以上で、
「自分で処理（解決）する」は20代で、他年代層よりも高くなっている。

62.8%

39.6%

11.4%

15.9%

2.4%

17.1%

14.7%

6.0%

12.8%

2.3%

1.2%

0.2%

2.4%

24.0%

4.7%

8.6%

2.4%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1.身近な人に相談する

2.友人、同僚、上司に相談する

3.弁護士に相談する

4.市役所に相談する

5.県に相談する

6.警察に相談する

7.人権相談所に相談する

8.人権擁護委員に相談する

9.心配ごと相談所に相談する

10.法務局に相談する

11.教育関係者に相談する

12.宗教者に相談する

13.人権・同和センターに相談する

14.自分で処理（解決）する

15.民生委員・児童委員に相談する

16.何もしない

17.その他

無回答

人権を侵害された場合の対応
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問７

番号

1

2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 18.7% 20.9% 17.3% 12.5% 22.1% 14.3% 18.6% 24.3% 25.4% 13.1% 12.5%
2 24.4% 29.3% 20.7% 17.5% 33.7% 31.0% 31.4% 31.9% 24.1% 16.5% 12.5%
3 8.7% 8.3% 8.9% 10.0% 3.5% 3.6% 7.6% 9.7% 7.0% 11.5% 18.8%
4 32.7% 34.4% 31.6% 27.5% 36.0% 32.1% 32.2% 32.6% 40.8% 27.7% 25.0%
5 20.0% 17.9% 21.6% 22.5% 31.4% 46.4% 28.8% 23.6% 17.1% 8.9% 31.3%
6 1.9% 2.8% 1.1% 2.5% 0.0% 1.2% 1.7% 1.4% 3.1% 2.1% 0.0%
7 28.7% 30.1% 27.3% 32.5% 25.6% 26.2% 33.1% 27.1% 32.5% 23.3% 50.0%
8 14.7% 12.6% 15.6% 27.5% 14.0% 10.7% 12.7% 22.9% 16.7% 11.8% 25.0%
9 13.9% 14.1% 13.6% 15.0% 16.3% 13.1% 13.6% 11.8% 11.8% 15.4% 18.8%
10 7.1% 8.3% 6.2% 5.0% 18.6% 25.0% 8.5% 8.3% 2.6% 2.4% 6.3%
11 20.2% 20.3% 20.5% 15.0% 12.8% 10.7% 17.8% 13.2% 17.5% 29.6% 6.3%
12 0.9% 0.6% 1.1% 2.5% 2.3% 1.2% 0.0% 1.4% 0.4% 0.8% 6.3%

無回答 6.0% 4.7% 6.5% 12.5% 1.2% 0.0% 0.8% 2.1% 3.5% 12.8% 6.3%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

２　女性の人権について

女性の人権で尊重されていないと思うことを次の中から選んでください。（○は３つまで）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

ドメスティック・バイオレンス 18.7%
家庭内での夫から妻への暴言・暴力（酒によってなぐるなど）
（夫や恋人からの精神的、身体的な暴言・暴力）

27.1%

職場などにおけるセクシャル・ハラスメント(性的ないやがらせ) 24.4% 18.1%

「夫人」、「未亡人」といった女性だけに用いられる言葉 8.7% 9.3%
男性との給料の格差 32.7% 27.6%
結婚や出産についての周囲からの圧力 20.0% 15.6%
施設面（トイレ、風呂など） 1.9% 2.9%
女性の仕事や役割を固定化させること 28.7% 28.2%
女性の身体的特徴を話題にされること 14.7% 10.4%
進学や就職で選択の幅が男性よりせまい 13.9% 15.1%
マタニティ・ハラスメント 7.1%
特にない 20.2% 24.3%
その他 0.9% 0.7%
無回答 6.0% 6.0%

女性の人権で尊重されていないと思うことについては、「男性との給料の格差」をあげる人が最も多く3割台となっている。次いで
「女性の仕事や役割を固定化させること」、「職場などにおけるセクシャル・ハラスメント」、「特にない」、「結婚や出産についての周
囲からの圧力」が2割台で続いている。
前回調査と比べ、「男性との給料の格差」、「職場などにおけるセクシャル・ハラスメント(性的ないやがらせ)」などが増加している。

男女別では、「職場などにおけるセクシャル・ハラスメント(性的ないやがらせ)」の割合が、女性よりも男性の方が高くなっている。
年代別では、「結婚や出産についての周囲からの圧力」は30代で、「女性の仕事や役割を固定化させること」は40代と60代で、「マ
タニティ・ハラスメント」は20代と30代で、「特にない」は70代で、他年代層よりも高くなっている。

18.7%

24.4%

8.7%

32.7%

20.0%

1.9%

28.7%

14.7%

13.9%

7.1%

20.2%

0.9%

6.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1.ドメスティック・バイオレンス

2.職場などにおけるセクシャル・ハラスメント

3.「夫人」、「未亡人」といった女性だけに用いられる言葉

4.男性との給料の格差

5.結婚や出産についての周囲からの圧力

6.施設面（トイレ、風呂など）

7.女性の仕事や役割を固定化させること

8.女性の身体的特徴を話題にされること

9.進学や就職で選択の幅が男性よりせまい

10.マタニティ・ハラスメント

11.特にない

12.その他

無回答

女性の人権で尊重されていないと思うこと
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問８

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 30.2% 35.7% 26.7% 12.5% 26.7% 26.2% 35.6% 34.0% 34.2% 27.2% 6.3%

2 12.2% 13.9% 10.9% 10.0% 10.5% 4.8% 15.3% 9.7% 12.7% 14.1% 6.3%

3 26.5% 26.7% 26.4% 25.0% 27.9% 26.2% 23.7% 29.9% 29.4% 23.6% 37.5%

4 39.2% 42.9% 36.7% 30.0% 45.3% 50.0% 36.4% 41.7% 43.9% 33.0% 31.3%

5 32.9% 25.0% 39.6% 32.5% 31.4% 42.9% 34.7% 35.4% 36.4% 27.2% 37.5%

6 48.5% 49.6% 48.2% 40.0% 60.5% 60.7% 58.5% 52.1% 48.2% 39.0% 43.8%

7 11.7% 10.7% 12.7% 10.0% 7.0% 8.3% 7.6% 9.7% 7.5% 18.3% 6.3%

8 1.7% 1.7% 1.6% 2.5% 5.8% 2.4% 3.4% 0.7% 1.3% 0.8% 0.0%

無回答 5.3% 4.9% 4.4% 22.5% 1.2% 1.2% 0.0% 2.8% 5.3% 8.9% 25.0%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

女性の人権を守るために必要と思われることを次の中から選んでください。（○は３つまで）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

行政による啓発事業 30.2% 26.5%

女性の人権に関する研修の機会を増やす 12.2% 13.4%

子どもに家庭で男女平等について教える 26.5% 25.7%

学校で男女平等について教える 39.2% 31.2%

家庭での負担（家事など）を夫にもっと担ってもらう 32.9% 31.4%

男性と女性の両方を対象に、仕事と家庭の両立を支援する体制をつくる 48.5% 50.1%

特にない 11.7% 16.0%

その他 1.7% 0.4%

無回答 5.3% 4.5%

女性の人権を守るために必要なことについては、「男性と女性の両方を対象に、仕事と家庭の両立を支援する体制をつくる」が最
も多く4割台となっている。次いで「学校で男女平等について教える」、「家庭での負担（家事など）を夫にもっと担ってもらう」、「行政
による啓発事業」が3割台、「子どもに家庭で男女平等について教える」が2割台で続いている。
前回調査と比べ、「学校で男女平等について教える」が増加している。

男女別では、「家庭での負担（家事など）を夫にもっと担ってもらう」の割合が女性は高く、男性より大幅に高くなっている。
年代別では、「学校で男女平等について教える」の割合は、30代で高く半数となっている。また、各年代とも「男性と女性の両方を
対象に、仕事と家庭の両立を支援する体制をつくる」が最も多いが、20代と30代では6割を超えているのに対し、40代と50代では5
割、60代では4割、70代では3割になっている。

30.2%

12.2%

26.5%

39.2%

32.9%

48.5%

11.7%

1.7%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.行政による啓発事業

2.女性の人権に関する研修の機会を増やす

3.子どもに家庭で男女平等について教える

4.学校で男女平等について教える

5.家庭での負担（家事など）を夫にもっと担ってもらう

6.男女両方を対象に仕事と家庭の両立を支援する体制をつくる

7.特にない

8.その他

無回答

女性の人権を守るために必要なこと
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問９

番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明
回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 25.5% 27.4% 24.5% 17.5% 32.6% 23.8% 16.9% 28.5% 32.5% 22.3% 12.5%
2 33.0% 33.8% 33.6% 15.0% 41.9% 44.0% 38.1% 41.7% 38.6% 21.7% 0.0%
3 47.7% 50.0% 45.5% 52.5% 52.3% 42.9% 47.5% 50.0% 57.0% 41.1% 56.3%
4 35.6% 41.0% 31.3% 32.5% 31.4% 35.7% 31.4% 34.7% 39.0% 36.4% 31.3%
5 11.7% 12.6% 11.5% 5.0% 18.6% 22.6% 11.9% 9.0% 10.5% 9.2% 0.0%
6 16.4% 14.7% 18.0% 15.0% 14.0% 28.6% 14.4% 16.0% 14.0% 17.0% 6.3%
7 25.3% 23.5% 26.2% 35.0% 40.7% 28.6% 29.7% 34.7% 22.8% 17.8% 25.0%
8 10.2% 9.4% 10.9% 10.0% 10.5% 14.3% 13.6% 12.5% 10.5% 7.6% 0.0%
9 22.9% 24.4% 21.8% 20.0% 31.4% 26.2% 31.4% 31.3% 21.9% 15.2% 18.8%
10 10.2% 8.1% 11.8% 12.5% 2.3% 2.4% 8.5% 4.2% 5.7% 18.8% 18.8%
11 0.7% 0.6% 0.7% 0.0% 1.2% 0.0% 3.4% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5.0% 2.4% 6.4% 17.5% 1.2% 0.0% 0.8% 3.5% 3.5% 9.2% 18.8%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

３　子どもの人権について

子どもの人権で尊重されていないと思うことを次の中から選んでください。（○は３つまで）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

親・同居者のしつけでの体罰 25.5% 19.2%
親・同居者が身体的、心理的に虐待する 33.0% 33.5%
子ども同士の暴力、仲間はずれ、無視などのいじめ 47.7% 45.4%
いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをする 35.6% 42.1%
進学先や就職先の選択に大人が子どもの意見を無視する 11.7% 11.2%
指導者や教師が叱咤激励のため体罰や不快な言動を発する 16.4% 10.9%
ネグレクト（育児放棄） 25.3% 21.1%
児童買春・児童ポルノ等 10.2% 13.3%
インターネットを悪用した行為 22.9%
特にない 10.2% 13.0%
その他 0.7% 0.7%
無回答 5.0% 7.5%

子どもの人権で尊重されていないと思うことについては、「子ども同士の暴力、仲間はずれ、無視などのいじめ」をあげる人が最も
多く4割台となっている。次いで「いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをする」、「親・同居者が身体的、心理的
に虐待する」が3割台で続いている。
前回調査と比べ、「親・同居者のしつけでの体罰」などが増加し、「いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをす
る」は減少している。

男女別では、「いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをする」の割合が、女性よりも男性の方が高くなっている。
年代別では、30代では「指導者や教師が叱咤激励のため体罰や不快な言動を発する」、20代では「ネグレクト（育児放棄）」が、他
年代層よりも高くなっている。また、「子ども同士の暴力、仲間はずれ、無視などのいじめ」の割合は、20代と50代、60代で高く半数
を超えている。

25.5%

33.0%

47.7%

35.6%

11.7%

16.4%

25.3%

10.2%

22.9%

10.2%

0.7%

5.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.親・同居者のしつけでの体罰

2.親・同居者が身体的、心理的に虐待する

3.子ども同士の暴力、仲間はずれ、無視などのいじめ

4.いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをする

5.進学先や就職先の選択に大人が子どもの意見を無視する

6.指導者や教師が叱咤激励のため体罰や不快な言動を発する

7.ネグレクト（育児放棄）

8.児童買春・児童ポルノ等

9.インターネットを悪用した行為

10.特にない

11.その他

無回答

子どもの人権で尊重されていないと思うこと

14



問10

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 57.4% 53.0% 61.6% 50.0% 57.0% 61.9% 56.8% 58.3% 53.1% 59.7% 37.5%

2 32.2% 35.0% 30.2% 27.5% 26.7% 25.0% 34.7% 26.4% 32.0% 36.4% 37.5%

3 12.3% 12.4% 12.7% 5.0% 18.6% 10.7% 7.6% 10.4% 13.6% 13.1% 0.0%

4 1.8% 2.4% 1.5% 0.0% 10.5% 3.6% 1.7% 0.7% 0.9% 0.5% 0.0%

5 13.9% 15.2% 13.5% 5.0% 12.8% 8.3% 17.8% 19.4% 17.5% 10.5% 0.0%

6 6.5% 6.2% 6.5% 10.0% 4.7% 8.3% 5.9% 6.9% 7.9% 5.2% 18.8%

7 40.5% 41.5% 39.8% 37.5% 32.6% 38.1% 42.4% 53.5% 42.1% 36.1% 43.8%

8 9.0% 9.8% 7.5% 20.0% 20.9% 23.8% 7.6% 4.9% 4.8% 7.3% 12.5%

9 26.9% 25.4% 29.1% 15.0% 23.3% 32.1% 28.0% 29.2% 29.8% 24.3% 12.5%

10 22.1% 24.1% 20.9% 15.0% 16.3% 19.0% 16.1% 17.4% 28.1% 24.6% 12.5%

11 11.1% 12.0% 10.7% 5.0% 16.3% 9.5% 13.6% 7.6% 11.0% 11.0% 6.3%

12 21.5% 20.5% 22.7% 15.0% 36.0% 34.5% 27.1% 27.8% 21.5% 11.5% 12.5%

13 3.7% 3.4% 3.8% 5.0% 2.3% 2.4% 3.4% 1.4% 2.2% 6.3% 0.0%

14 0.9% 1.5% 0.4% 0.0% 3.5% 1.2% 0.8% 2.1% 0.0% 0.3% 0.0%

無回答 3.6% 2.6% 3.6% 15.0% 1.2% 0.0% 0.8% 2.8% 2.6% 5.8% 25.0%

その他 0.9% 0.8%

無回答 3.6% 4.0%

SNSを含めたインターネットの適正利用の促進 21.5%

特にない 3.7% 4.7%

地域の人たちが子どもへの関心を持つ 22.1% 32.0%

子どもの人権相談・電話相談の充実 11.1% 6.3%

服装･進路等で子どもの意志を尊重（個性を尊重） 9.0% 5.0%

人や動物への思いやりの心を育む 26.9% 34.6%

学力偏重でない入学制度 6.5% 7.9%

指導者や教師の人間性及び資質の向上 40.5% 38.6%

校則や規則を緩やかにする 1.8% 0.3%

子どもの人権に関する広報・啓発 13.9% 8.8%

家庭での子どものしつけ 32.2% 45.8%

体罰禁止を徹底 12.3% 4.9%

子どもの人権を守るために必要と思われることを次の中から選んでください。（○は３つまで）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

家庭内の人間関係の安定 57.4% 59.5%

15



＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

子どもの人権を守るために必要なことについては、「家庭内の人間関係の安定」が最も多く半数を超えている。次いで「指導者や
教師の人間性及び資質の向上」が4割台、「家庭での子どものしつけ」が3割台で続いている。
前回調査と比べ、回答項目を増やしたため全体的に減少しているが、「体罰禁止を徹底」などが増加し、「家庭での子どものしつ
け」が減少している。

男女別では、「家庭内の人間関係の安定」の割合が、女性の方が男性よりも高くなっている。
年代別では、「服装･進路等で子どもの意志を尊重（個性を尊重）」は20代と30代で、「指導者や教師の人間性及び資質の向上」は
40代から60代で他年代層よりも高くなっている。「SNSを含めたインターネットの適正利用の促進」の割合は20代で4割弱となってい
るが、年代が上がるにしたがい割合が減少している。

57.4%

32.2%

12.3%

1.8%

13.9%

6.5%

40.5%

9.0%

26.9%

22.1%

11.1%

21.5%

3.7%

0.9%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1.家庭内の人間関係の安定

2.家庭での子どものしつけ

3.体罰禁止を徹底

4.校則や規則を緩やかにする

5.子どもの人権に関する広報・啓発

6.学力偏重でない入学制度

7.指導者や教師の人間性及び資質の向上

8.服装･進路等で子どもの意志を尊重

9.人や動物への思いやりの心を育む

10.地域の人たちが子どもへの関心を持つ

11.子どもの人権相談・電話相談の充実

12.SNSを含めたインターネットの適正利用の促進

13.特にない

14.その他

無回答

子どもの人権を守るために必要なこと
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問11

番号

1

2

3

4

5

6

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 44.1% 44.4% 44.4% 37.5% 48.8% 46.4% 44.9% 46.5% 48.2% 39.5% 31.3%

2 33.4% 35.5% 32.2% 25.0% 23.3% 32.1% 38.1% 34.0% 32.0% 35.6% 18.8%

3 3.8% 4.5% 3.1% 5.0% 3.5% 3.6% 2.5% 2.8% 3.9% 4.5% 6.3%

4 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0%

5 7.8% 6.2% 9.1% 10.0% 5.8% 4.8% 5.1% 4.9% 6.6% 11.8% 6.3%

6 5.9% 5.6% 6.0% 7.5% 15.1% 10.7% 8.5% 9.7% 4.4% 1.3% 6.3%

無回答 4.9% 3.6% 5.3% 15.0% 3.5% 2.4% 0.8% 2.1% 4.8% 7.1% 31.3%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

あなたは、いじめ問題について、どのように思いますか。（○は１つだけ）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

いじめる児童生徒が悪い 44.1% 35.5%

いじめる児童生徒が悪いが、いじめられる側にも原因がある 33.4% 43.5%

いじめる児童生徒も悪いが、いじめられる児童生徒も悪い 3.8% 4.6%

いじめられる児童生徒が悪い 0.1% 0.4%

わからない 7.8% 8.5%

その他 5.9% 3.4%

無回答 4.9% 4.1%

いじめ問題をどのように思うかについては、「いじめる児童生徒が悪い」が最も多く、4割を超えている。次いで「いじめる児童生徒
が悪いが、いじめられる側にも原因がある」が3割台で続いている。
前回調査と比べ、「いじめる児童生徒が悪い」が増加し、「いじめる児童生徒が悪いが、いじめられる側にも原因がある」は減少し
ている。

男女別では、特に大きな差は見られない。
年代別では、60代以下で「いじめる児童生徒が悪い」の割合が4割台を超えて、「いじめられる児童生徒が悪い」の割合は0％と
なっている。

44.1%

33.4%

3.8%

0.1%

7.8%

5.9%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1.いじめる児童生徒が悪い

2.いじめる児童生徒が悪いが、いじめられる側にも原因がある

3.いじめる児童生徒も悪いが、いじめられる児童生徒も悪い

4.いじめられる児童生徒が悪い

5.わからない

6.その他

無回答

いじめ問題をどのように思うか
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問12

番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人
1 22.5% 22.9% 21.8% 27.5% 22.1% 17.9% 24.6% 30.6% 26.3% 18.1% 12.5%
2 33.6% 34.8% 32.5% 32.5% 50.0% 44.0% 30.5% 37.5% 28.1% 29.8% 43.8%
3 30.0% 29.7% 30.2% 30.0% 25.6% 27.4% 18.6% 35.4% 39.5% 27.7% 18.8%
4 21.1% 21.4% 20.7% 22.5% 19.8% 23.8% 20.3% 28.5% 22.8% 17.8% 6.3%
5 12.2% 11.5% 13.5% 2.5% 10.5% 16.7% 15.3% 21.5% 12.3% 7.6% 0.0%
6 21.6% 23.9% 20.0% 15.0% 16.3% 29.8% 18.6% 22.9% 25.0% 19.6% 12.5%
7 13.4% 14.5% 13.1% 5.0% 12.8% 19.0% 14.4% 12.5% 14.9% 12.0% 0.0%
8 10.5% 9.8% 10.7% 15.0% 8.1% 10.7% 14.4% 4.2% 10.5% 12.6% 0.0%
9 12.9% 14.5% 12.2% 2.5% 11.6% 17.9% 11.9% 15.3% 11.8% 12.3% 6.3%
10 21.9% 22.0% 22.4% 15.0% 10.5% 22.6% 21.2% 25.7% 26.3% 20.9% 12.5%
11 11.8% 12.0% 12.0% 7.5% 11.6% 4.8% 15.3% 2.8% 9.2% 17.3% 12.5%
12 1.3% 1.7% 1.1% 0.0% 1.2% 0.0% 1.7% 1.4% 2.2% 1.0% 0.0%

無回答 4.7% 3.8% 4.5% 17.5% 2.3% 1.2% 1.7% 2.8% 3.9% 7.1% 31.3%

＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

４　高齢者の人権について

高齢者の人権で尊重されていないと思うことを次の中から選んでください。（○は３つまで）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

働ける能力を発揮する機会がない（少ない） 22.5% 37.5%
悪質商法による高齢者の被害 33.6% 24.5%
高齢者が暮らしやすい街づくり・住宅づくりが進んでいない 30.0% 31.9%
介護制度の不備 21.1% 27.9%
病院での看護や福祉施設での対応が不十分 12.2% 16.0%
一人暮らしの高齢者に生活必要情報が十分に伝わらない 21.6% 24.0%
高齢者をじゃま者扱いする 13.4% 15.0%
高齢者の意見や行動を尊重しない 10.5% 14.0%
家族が高齢者の世話をすることをさける 12.9% 19.0%
地域で支えあう体制が十分でない 21.9%
特にない 11.8% 10.1%
その他 1.3% 0.6%
無回答 4.7% 3.4%

高齢者の人権で尊重されていないと思うことについては、「悪質商法による高齢者の被害」、「高齢者が暮らしやすい街づくり・住宅
づくりが進んでいない」をあげる人が多く3割台となっている。次いで「働ける能力を発揮する機会がない（少ない）」、「地域で支え
あう体制が十分でない」、「一人暮らしの高齢者に生活必要情報が十分に伝わらない」、「介護制度の不備」が2割台で続いてい
る。
前回調査と比べ、回答項目を増やしたため全体的に減少しているが、「悪質商法による高齢者の被害」が増加している。

男女別では、特に大きな差は見られない。
年代別では、20代と30代では「悪質商法による高齢者の被害」、50代と60代では「高齢者が暮らしやすい街づくり・住宅づくりが進
んでいない」が、他年代層よりも高くなっている。

22.5%

33.6%

30.0%

21.1%

12.2%

21.6%

13.4%

10.5%

12.9%

21.9%

11.8%

1.3%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1.働ける能力を発揮する機会がない（少ない）

2.悪質商法による高齢者の被害

3.高齢者が暮らしやすい街づくり・住宅づくりが進んでいない

4.介護制度の不備

5.病院での看護や福祉施設での対応が不十分

6.一人暮らしの高齢者に生活必要情報が十分に伝わらない

7.高齢者をじゃま者扱いする

8.高齢者の意見や行動を尊重しない

9.家族が高齢者の世話をすることをさける

10.地域で支えあう体制が十分でない

11.特にない

12.その他

無回答

高齢者の人権で尊重されていないと思うこと
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問13

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

区分 全体 男 女 不明 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

回答者数 1,058人 468人 550人 40人 86人 84人 118人 144人 228人 382人 16人

1 19.9% 22.6% 17.6% 20.0% 19.8% 20.2% 22.0% 26.4% 25.0% 14.1% 12.5%

2 27.7% 28.8% 26.7% 27.5% 33.7% 22.6% 28.0% 23.6% 30.7% 26.7% 37.5%

3 9.0% 9.8% 8.7% 2.5% 10.5% 10.7% 11.0% 11.1% 10.5% 6.0% 6.3%

4 22.1% 23.1% 21.6% 17.5% 24.4% 31.0% 16.9% 19.4% 21.1% 23.0% 18.8%

5 16.8% 16.9% 16.9% 15.0% 31.4% 23.8% 10.2% 16.0% 16.2% 14.9% 12.5%

6 20.8% 18.6% 22.7% 20.0% 14.0% 20.2% 22.9% 28.5% 23.7% 17.8% 6.3%

7 23.3% 22.2% 23.8% 30.0% 24.4% 29.8% 24.6% 27.1% 24.1% 19.1% 31.3%

8 5.3% 6.2% 4.9% 0.0% 2.3% 2.4% 3.4% 4.9% 6.1% 7.1% 0.0%

9 5.8% 8.8% 3.3% 5.0% 2.3% 3.6% 2.5% 2.8% 10.5% 6.3% 6.3%

10 7.6% 7.1% 8.0% 7.5% 7.0% 7.1% 10.2% 7.6% 10.1% 5.8% 0.0%

11 6.0% 6.4% 5.8% 5.0% 7.0% 8.3% 9.3% 6.3% 3.9% 5.5% 6.3%

12 16.3% 19.0% 14.4% 10.0% 15.1% 23.8% 18.6% 16.7% 12.3% 16.2% 18.8%

13 17.3% 18.4% 16.5% 15.0% 9.3% 11.9% 20.3% 22.9% 15.8% 18.6% 6.3%

14 28.4% 24.1% 32.9% 17.5% 25.6% 35.7% 26.3% 29.2% 32.5% 26.4% 6.3%

15 7.3% 7.1% 7.5% 7.5% 8.1% 6.0% 9.3% 4.9% 4.8% 9.2% 6.3%

16 1.2% 0.9% 1.6% 0.0% 1.2% 1.2% 1.7% 2.1% 0.9% 1.0% 0.0%

無回答 4.3% 3.0% 4.5% 15.0% 2.3% 1.2% 0.8% 2.1% 3.9% 6.5% 25.0%

高齢者の人権を守るために必要と思うことを次の中から選んでください。（○は３つまで）

区　　　　　分
村上市
（2020）

村上市
（2011）

高齢者の社会参画・就業機会の拡大 19.9% 25.0%

生きがい対策の整備充実 27.7% 32.7%

ボランティア団体の整備・充実 9.0% 10.3%

高齢者に配慮した防犯・防災対策の充実 22.1% 17.7%

バリアフリー化・ユニバーサルデザインの導入 16.8%

住居・交通・公的施設のバリアフリー化 16.8%

病院・福祉施設での対応改善 20.8% 23.4%

介護・緊急救急体制の整備 23.3% 24.7%

人権相談・電話相談の充実 5.3% 3.4%

高齢者の人権に関する広報・啓発活動 5.8% 6.6%

高齢者の人権に関する学校教育 7.6% 5.4%

財産保全・管理のための公的サービス 6.0% 6.0%

世代間の交流の促進 16.3% 14.6%

人生の体験から得た知識や技術等が生かせる社会の体制づくり 17.3% 20.8%

緊急通報体制など、高齢者の見守り体制の強化 28.4% 22.1%

わからない 7.3% 6.3%

その他 1.2% 0.5%

無回答 4.3% 3.6%
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＜全体結果＞

＜性別・年代別＞

高齢者の人権を守るために必要なことについては、「緊急通報体制など、高齢者の見守り体制の強化」をあげる人が最も多く3割
弱となっている。次いで「生きがい対策の整備充実」、「介護・緊急救急体制の整備」、「高齢者に配慮した防犯・防災対策の充
実」、「病院・福祉施設での対応改善」が2割台で続いている。
前回調査と比べ、「緊急通報体制など、高齢者の見守り体制の強化」が増加し、「高齢者の社会参画・就業機会の拡大」、「生きが
い対策の整備充実」は減少している。

男女別では、「緊急通報体制など、高齢者の見守り体制の強化」の割合は女性の方が高くなっている。
年代別では、「バリアフリー化・ユニバーサルデザインの導入」は20代と30代で、「緊急通報体制など、高齢者の見守り体制の強
化」は60代で、他年代層よりも高くなっている。

19.9%

27.7%

9.0%

22.1%

16.8%

20.8%

23.3%

5.3%

5.8%

7.6%

6.0%

16.3%

17.3%

28.4%

7.3%

1.2%

4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1.高齢者の社会参画・就業機会の拡大

2.生きがい対策の整備充実

3.ボランティア団体の整備・充実

4.高齢者に配慮した防犯・防災対策の充実

5.バリアフリー化・ユニバーサルデザインの導入

6.病院・福祉施設での対応改善

7.介護・緊急救急体制の整備

8.人権相談・電話相談の充実

9.高齢者の人権に関する広報・啓発活動

10.高齢者の人権に関する学校教育

11.財産保全・管理のための公的サービス

12.世代間の交流の促進

13.人生の体験から得た知識や技術等が生かせる社会の体制

14.緊急通報体制など、高齢者の見守り体制の強化

15.わからない

16.その他

無回答

高齢者の人権を守るために必要なこと
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